
新潟教区ボランティア・ネットワーク      第20号  2010年 6月 15日 

（ボランティア・ネットワーク登録数 80 人 ＋ 12 グループ） 

6/6「第 2 回 外国籍の人のための無料医療相談会」無事終了 

第 3 回は新潟市東港 10/3（日）、第 4 回は新潟県上越市 11 月に予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任神父様 ・ 信徒会長様 ・ 教区ボランティア・ネットワークの皆様 

医療ミッション 
 

「気持ちのいい集まり。来年も、参加したい」の声がありました。疲れたけれど、ストレス・フリー。肩こり・なし。

自発的に集まり、互いに話を聞き合い、補い合い、のチームプレーのおかげ？ 当日は、妻を、夫を、娘を、 

連れてきました、と飛び入りボランティアも。日曜日、家族一緒の晩ごはん。会話が、はずんだことでしょう。 

さて、ボランティアの皆さん、早速、次の準備を、始めているようです。11月の相談会のために、カトリック看護

協会（JCNA新潟）から代表4 名が、参加しました。現場を踏むことによって、見えてくる課題もあります・・・。 
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新潟教区ボランティア・ネットワーク 

教区本部 事務局長 大 瀧 浩 一   窓口 佐久間香子 
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（ボランティア・ネットワーク登録数 80 人 ＋ 12 グループ） 

 

 

関 係 各 位 

 

本年度の第一回目の医療相談会は無事６月６日に終了しました。 

皆さまのご支援とご協力を感謝いたします。今回は昨年と同じ場所で

行いましたが、そのための利点と欠点が共に出た相談会であったと

思います。利点は準備がしやすかった事ですが、欠点としては外国

人の相談者数が減少したことにあると思います。これらについての総

括は今後の実行委員会の席上で行いたいと思います。 
 
 既に決めてありましたバックアップ病院との連携はさらに進めて行きたいと思います。今回の報告書作り

は H 委員（内科）にお願いしてあります。毎日の診療活動の中で、大変ご苦労なことだと推察いたしますが、

よろしくお願い致します。なお、相談者への結果報告の方法については、さらに検討する必要があるように

思います。 
 
 さて、２回目の東港での相談会について、S委員と6 月 10 日（金）にパキスタン人の協力者（K さん）と今

後の翻訳・広報について相談し、3 人でそのまま開催場所の新潟市埋蔵文化財センター（イスラム文化セ

ンターの隣にあります）を訪れ、実際の設営について相談いたしました。この場所は閉校になった小学校

にありますので、体育館を使います。新潟市が後援を決めてくれましたので（事務的にはまだ処理途上で

すが）、埋蔵文化センターでは、理事長以下、机・椅子の拝借から事務連絡まで協力して下さり、感謝した

ことでした。体育館と玄関（受付となります）トイレなどの設計図のコピーを頂き、保健所への申請と設営設

計の基盤といたします。但し、通訳・学生ボランティアなどの現地へのアクセスの方法（バスなど）は検討す

る必要があります。 
 
 この際分かったことの一つに、パキスタンの男性と結婚された日本人女性もイスラムの文化の中で女性

医師以外の診察を受けることができないために医療の上で困難を感じていることでした（新潟市には70人

ほどおられるようです）。そのため、K さんの３人のお子様はわざわざ東京まで出かけて出産したとのことで

す。この方々も我々の相談会の対象に入るとなると、女性医師の存在は必須となります。歯科の検診も女

性でないといけないそうで、現在、二人の内科女性医師（３人予定していましたが、仙台の方が一人参加

できなくなりました）と二人の女性歯科医師が確保されていることを喜んでいますが、これからの課題の一

つでもあります。 
 
 これからの相談会の在り方を考えるために、6 月 12～13 日に仙台で開かれた「第 8 回 移住労働者と連

帯する全国ワークショップ」に参加してきました。これはH 委員（新潟ヘルプの会）から、お知らせいただい

たものですが、医療分科会の中で浜松や千葉、大阪、韓国などでの実際のお話を聞くことができ大変参

考になりました。特に、これからの展望を考えると、単なるNGOや NPOのイベントではだめで、行政と一体

となった「地域医療」そのものとして、特に医師など医療関係者が主体となった活動でなければならないと

思いを新たにいたしました。その意味では、新潟県では後発の医療相談会ではありますが、却って本格的

な外国籍も交えた「地域住民のための医療の方向付け」ができそうに思います。まだ、理論づけは不十分

ですが、これからさらに考えてゆきたいと思います。 
 

11月の上越の医療相談会は、今のところ１１月７日（日）、上越市市民プラザが有力ですが、これは実際

に上越に出かけて医師会、保健所、国際交流協会、高田教会などと協議したうえで皆さまに原案をお示し

したいと考えております。 
 

いずれにせよ6 月の相談会の疲れをどうぞ取って次の機会に備えて頂きたいと思います。 

 

外国籍住民のための医療相談会 

福島祥紘  Fukushima Masahiro 

（カトリック寺尾教会 ・ カトリック医師会） 

 


